
【資料３】 第６次長期総合計画基本構想に掲げる重点プロジェクトについて 

 

◆  第４回審議会における都市像に係るコメント  ◆ 

 

人、市民（広義）、当事者意識、市民力、若い世代の活躍の場、人づくり 

若い世代の女性の活躍、男女共同参画、 

地元への愛着、郷土愛、誇り、魅力 

地域、自治センターの活性化 

自然の恵み、梅の花・木、花（華）、田園都市 

共助、つながり、連携、調和、角田高校との関わり 

企業誘致、企業内保育園 

昼間人口を活かす 

地域資源、道の駅、河川敷・土手の活用、高蔵寺阿弥陀堂、５つのめ・畜産アピール 

子どもの遊び場整備、子育て支援 

災害、水害に強いまち、安全・安心なまちづくり、治安 

人口が減るなかでも住みよいまち、狭いながらも楽しい我が家 

公共交通の不便さ 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

◆  これまでの経過を踏まえた都市像のイメージ  ◆ 
 

「呼吸する未来都市 かくだ」 

「あなたがつくる あなたとつくる 田園共生都市 かくだ」 

「人がつながり、未来につなぐ田園共生都市 かくだ」 

「あなたにスポットライトが当たるまち 角田市」 

「人にやさしい、人がやさしい、ただそれだけのまち 角田市」 

「市民がつくる 暮らしが主役の物語 角田市」 

「暮らしが誇らしい 市民が主役のまち 角田市」 

「市民が主役のまち 暮らしが誇らしい 角田市」 

 

●今後、人口減少が加速し、2065年には約 15,000人まで人口が半減していきます。 

●角田市が、時間の経過とともに縮小していくなかで、これからの１０年間で何をすべ

きでしょうか。たとえ縮小しても、市民が安心して、いきいきと、誇らしく暮らせるまちを

目指すことが重要です。 

●そのような将来を迎えるために、これからの１０年間で重要になるのは、市民の力・民

間の活力・地域資源を生かしたまちづくりを行うことです。 

●「角田をよりよい場所にするために自分自身がかかわっているという、当事者意識に

基づく自負心」を持つ市民が増えることで、行政だけでは困難な課題の解決も可能

になり、市民と行政が角田市を高め合える環境を整えることが、人口減少という隘路

を切り開く試金石となります。 
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●重点プロジェクト① 将来を見据え人を育み、活かすまちづくり【市民力】 
 

    人口減少を悲観せず、規模が縮小していくなかでも、本市における市民の暮らしや営みが、い

きいきと誇らしいものであるためには、市民の工夫に満ちた向上心あふれる営みが重要になりま

す。 

    市民がもつ潜在能力を最大限に活かし、その市民力を発揮できる場が数多く存在することで、

まちが活力にあふれ、市民はもちろん、本市を訪れる人々にとっても、角田市が魅力的なまちにな

るよう、人材育成や活躍できる環境の整備を重視し、取り組んでいきます。 

     

■参考施策例 

    ○地域資源活用型人材育成 

      →課題ごとに実施するワークショップを通した人材育成・参加者間の連携 

○主体的活動市民の育成（市民提案型まちづくり事業の募集） 

    ○担い手不足対策（農業、商業、地域の活動など、様々な分野） 

    ○まちづくりに積極的な女性の活躍、男女共同参画 

    ○学力向上、将来を担う若い世代の育成（学校との連携） 

 

 

●重点プロジェクト② ともに生き、活かし合うまちづくり 【地域共生】 
 

    これからのまちづくりにおいては、人口が減少していくなかで、老年人口が増加し、2040 年に

は生産年齢人口を上回ることが予想されており、高齢者だけでなく、若年層や働く世代など全て

の世代において、人口減少による影響が懸念されるため、広い意味での共生や共助の精神がよ

り重要になります。 

    多様な日常生活上の支援体制の連携・充実を図り、地域の支え合いを公的に支え、共助を公

助することを通して、市民の生活と地域参加を支援していきます。 

 

■参考施策例 

    ○地域共生社会※1・地域包括ケアシステム※2 

    ○各地域での生活・活動の活性化（広義の共生） 

○小さな拠点づくり※3  ○子育て支援 

○産科・小児科誘致、持続可能な医療体制 

    ○多様な主体との連携 

 

 

●重点プロジェクト③ 地域資源を活かすまちづくり 【地域資源フル活用】 
 

    本市には、魅力的な地域資源がたくさんあり、それらの魅力を引き出し、連携・協力することで、

さらなる賑わいの創出が図れるとともに、地域経済の好循環を生み出します。 

    本市の産業を守り育てるとともに、既存施設の計画的な利活用を図り、さらに、人、企業、施設

の連携を推進することで、本市の新たな魅力を引き出していきます。 

 

■参考施策例 

    ○農業振興（ビジョンの明確化、角田らしい田園風景） 

    ○産業振興（企業誘致）、企業・事業者等支援 

    ○公共交通システムの存続・利便性向上 

    ○道の駅・Kスポの活用、廃校・既存施設の活用 

    ○スポーツによるまちづくり※4 

    ○過去の被災経験を教訓とした安全・安心なまちづくり 

○具体的施策
は、庁内プロジ
ェクトチームによ
り検討 

○具体的施策
は、庁内プロジ
ェクトチームによ
り検討 

○具体的施策
は、庁内プロジ
ェクトチームによ
り検討 
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※１ 

【地域共生社会】 

制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて地域住民や地域の多様な

主体が「我が事」として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、

住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会 

 

※２ 

【地域包括ケアシステム】 

  ２０２５年（令和７年）を目途に、高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援の目的のもとで、可能な

限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができるよう、住まい・医療・

介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域の包括的な支援・サービス提供体制を構築する

もの 

 

※3 

【小さな拠点づくり】 

  小学校区など複数の集落が集まる基礎的な生活圏の中で、分散している様々な生活サービ

スや地域活動の場などを「合わせ技」でつなぎ、人やモノ、サービスの循環を図ることで、生活

を支える新しい地域運営の仕組みをつくろうとする取組み 

 

※4 

【スポーツによるまちづくり】 

  （公財）笹川スポーツ財団と角田市が包括連携協定を締結し、スポーツを通して地域課題

の解決に取り組み、個人の健康や自己実現の追求のみならず、「能動的」で「健全」な地域社

会の確立を目指すもの 
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第３節 重点プロジェクトと分野別施策 

１ 重点プロジェクトの推進 

重点プロジェクトとは、基本構想で定める「まちづくりの基本理念」を踏まえ、１０年後のあるべ

き姿として設定する「都市像」の実現に向けて取り組むべき各種施策を網羅した基本計画を、有

機的に連携させながら、重点的かつ優先的に推進するための取り組みを位置付けたものです。 

まちづくりの基本理念 

都市像（10年後のあるべき姿） 

重点プロジェクト 

分
野
別
施
策 

保健・医療 
・福祉 

産業振興 
・就労 

まちづくり 

教育・文化 
・スポーツ 

都市基盤 
・生活環境 

行財政運営 

市民力 地域共生 地域資源 
フル活用 

●●●●● ●●●●●●● かくだ 

①
地
域
資
源
活
用
型
人
材
育
成 

②
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
募
集 

③
担
い
手
不
足
対
策
（
農
業
、商
業
、地
域
の
活
動
、様
々
な
分
野
） 

④
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
な
女
性
の
活
躍
、男
女
共
同
参
画 

⑤
学
力
向
上
、将
来
を
担
う
若
い
世
代
の
育
成
（
学
校
と
の
連
携
） 

①
地
域
共
生
社
会
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム 

②
各
地
域
で
の
生
活
・活
動
の
活
性
化
（
広
義
の
共
生
） 

③
小
さ
な
拠
点
づ
く
り  

④
子
育
て
支
援 

⑤
産
科
・小
児
科
誘
致
、持
続
可
能
な
医
療
体
制 

⑥
多
様
な
主
体
と
の
連
携 

①
農
業
振
興
（
ビ
ジ
ョ
ン
の
明
確
化
、角
田
ら
し
い
田
園
風
景
） 

②
産
業
振
興
（
企
業
誘
致
）
、企
業
・事
業
者
等
支
援 

③
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
存
続
・利
便
性
向
上 

④
道
の
駅
・Ｋ
ス
ポ
の
活
用
、
廃
校
・既
存
施
設
の
活
用 

⑤
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
、ス
ポ
ネ
ッ
ト
角
田 

⑥
過
去
の
被
災
経
験
を
教
訓
と
し
た
安
全
・安
心
な
ま
ち
づ
く
り 

安全・安心 

重点プロジェクトを踏まえ、まちづくりの基本理念を「再整理」 

参考施策例 参考施策例 参考施策例 
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第４章 市政運営の基本方針 

 第１節 まちづくりの基本理念 

      まちづくりは、市民（ここでは、企業や通勤・通学者など多様な主

体を含む広義の市民を指します。）の暮らしの基盤であり、その基盤

をより良いものとする活動が、まちづくりであると言えます。即ち、

まちづくりの主役は、市民であり、多様な主体が連携・協力して推進

されるものです。 

      本市は、昭和５３年１０月に市民憲章を制定しています。市民憲章

は恒久的なまちづくりの目標であり、この市民憲章に掲げる理念を

基盤として、市民が主役のまちづくりを推進し、角田らしい魅力をも

った個性豊かなまちづくりを進めます。 

      また、「第２章 角田市を取り巻く環境」による本市の現状分析結

果を踏まえ、「第３章 まちづくりの主要課題」による今の本市にと

っての主要課題を整理した上で、これからのまちづくりの基本理念

を次のとおり定めます。 

     

   ① 将来を見据えた人を育み、活かすまちづくり【市民力】 

      本市を支える市民及びその市民の活動は、まちづくりの根幹をな

す財産です。 

      まちづくりは、市民の幸せを最大の目的として営まれるものであ

り、市民がまちづくりの主役となり、「市民力」を発揮できる環境づ

くりを推進するとともに、行政は市民と共に考え、汗をかき、角田市

を高め合える環境づくりを推進します。 

 

   ② ともに生き、活かし合うまちづくり【地域共生】 

      人口減少が進む現代において、市民だけでなく、団体や企業など、

多様な主体が連携して、支え合い、助け合える環境を築くことは、本

市の持続可能なまちづくりの基礎となります。 

      多様な日常生活上の支援体制の連携・充実を図り、地域の支え合い

を公的に支え、共助を公助することを通して、市民の生活と地域参加

を支援していきます。 

 

   ③ 地域資源を活かすまちづくり【地域資源フル活用】 

      本市に息づく歴史、自然、景観、文化・スポーツや、企業、地域産

業、既存の施設などの豊富な地域資源は、誇れる財産です。 

      将来にわたって、自然を守り、歴史・文化を継承するとともに、未

だにその魅力を活かしきれていない地域資源を最大限に活用し、角

田にあるものをフル活用する「オール角田」の取組みを推進します。 
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第
６
次
長
期
総
合
計
画
審
議
会
に
お
け
る
協
議
内
容

R
3
.6
.1
1
（
金
）
第
５
回
審
議
会

●
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
素
案

●
角
田
市
長
へ
の
答
申
内
容
の
検

討

R
3
.9
月
下
旬

第
７
回
審
議
会

R
3
.1
0
.2
2
（
金
）
第
８
回
審
議
会

●
第
６
次
長
期
総
合
計
画
基
本
構

想
第
１
章
、
第
２
章
、
第
３
章

●
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
整
理

●
基
本
計
画
の
構
成
案

●
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
最
終

調
整

◎
角
田
市
長
へ
の
答
申

R
3
.1
2
.1
0
（
金
）
第
９
回
審
議
会

●
基
礎
調
査
・
市
民
意
識
調
査
・

施
策
評
価
の
分
析
結
果

●
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
た
課

題
整
理

●
ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果

●
事
業
所
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果

●
本
市
の
都
市
像
の
イ
メ
ー
ジ

●
基
本
構
想
の
構
成
案

●
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
設
定

●
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
・
都

市
像

●
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
基
本
構
想
の
素
案

●
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
素
案

R
2
.1
1
.4
（
水
）
第
２
回
審
議
会

R
3
.3
.2
6
（
金
）
第
３
回
審
議
会

R
3
.4
.2
8
（
水
）
第
４
回
審
議
会

R
3
.8
月
上
旬

第
６
回
審
議
会

【
基
礎
デ
ー
タ
等
か
ら
の

角
田
市
の
現
状
把
握
】

→
将
来
像
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ

【
ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・
事
業
所
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
概
要
説
明
】

【
都
市
像
に
関
す
る
協
議
】

基
礎
調
査
・
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
・
ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・

か
く
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結

果
を
踏
ま
え
た
「
ま
ち
づ
く
り

の
主
要
課
題
」
の
整
理

→
角
田
市
の
都
市
像
に
つ
い
て

議
論

【
基
本
構
想
の
構
成
案
】

・
基
本
構
想
の
章
立
て

【
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
設
定
】

基
礎
調
査
に
お
け
る
人
口
推
計

を
踏
ま
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
の
協

議
・
決
定

【
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
・

都
市
像
に
関
す
る
協
議
】

・
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
案

の
提
示

・
都
市
像
の
協
議

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

【
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ

る
検
討
結
果
を
踏
ま
え
た
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
施
策
案

【
基
本
構
想
の
素
案
】

【
基
本
構
想
の
素
案
】

【
基
本
計
画
の
素
案
】

・
第
１
章
～
第
●
章

【
基
本
構
想
の
素
案
】

【
基
本
計
画
案
の
検
討
】

・
第
●
章
～
第
７
章

【
計
画
全
体
の
内
容
】

【
答
申
内
容
の
協
議
】

【
基
本
構
想
の
最
終
調
整
】

【
基
本
計
画
の
最
終
調
整
】

【
答
申
】

■
「
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
素

案
」
に
関
す
る
協
議
の
進
行
状
況
を

考
慮
し
、
審
議
会
の
開
催
回
数
を
追

加
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

■
協
議
の
進
行
状
況
に
よ
り
、
各
回

の
協
議
内
容
を
適
宜
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
基
本
構
想
第
１
章
、
第
２
章
、

第
３
章
の
内
容
協
議
】

１
章
：
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

２
章
：
現
状
分
析

３
章
：
主
要
課
題

【
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

都
市
像
の
協
議
に
お
け
る
キ
ー

ワ
ー
ド
を
踏
ま
え
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
項
目
設
定

（
基
本
構
想
4
章
3
節
1
項
）

【
基
本
計
画
の
構
成
（
案
）
】

・
基
本
的
な
構
成
案

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
施
策
内
容

を
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
て
検
討
す
る
た
め
、

そ
の
作
業
期
間
確
保
に
よ
り
第
６

回
を
８
月
に
、
第
７
回
を
９
月
の

開
催
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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